
                      

 

 

令和４年度 事 業 報 告 書  
 自  令 和 ４ 年 ４ 月  １ 日 

 至  令 和 ５ 年 ３ 月 ３ １ 日 

 

基 本 方 針 

掛川法人会は平成２５年４月１日に公益社団法人として歩み始め 10期が経過しました。 

掛川法人会は法人会の理念の下「税のオピニオンリーダー」として、本会、支部、部会が一体

となって税知識の普及を始め、地域企業の発展を支援し、地域の振興に寄与し、国と社会の繁栄

に貢献する経営者の団体として、より一層の公益性、透明性を図り、「活力ある法人会活動」を

展開して各事業に積極的に取組んでまいりました。 

令和４年度の活動内容は以下の通りです。 

 

１． 公益目的事業 

公１ 税を巡る諸環境の整備改善等を図るための事業 

(1) 税制・税務に関する研修会・講演会・セミナー事業 

税制・税務を中心とした研修会・講演会・セミナーを実施し、税知識の普及による納

税意識の高揚に努めました。 

（開催実績） 

・税制・税務に関する実務研修会：   年  １５回 ３３６名参加 

・税や財政に関する講演会・セミナー： 年   ３回 ３３９名参加 

(内、インターネットセミナー参加者 ２４８名) 

 

(2) 税の啓発及び租税教育事業 

① 小学生対象租税教育 

管内各地区において「税に関する紙芝居」の公演並びに「税を考える週間」を中心に

「親子税金クイズ」「税の下敷き配布」等を実施しました。 

（開催実績） 

・税に関する紙芝居(DVD放映含む)  

  実施回数：  1回 

         実 施 月：  ８月 

         参 加 者：  ５名 

         聴 取 者： ３０名 

・親子税金クイズ゛ 

     実施回数:     ２回 

         実 施 月：  ８月、１１月 

         参 加 者： １２名 

         聴 取 者：２３０名 

・租税教育用冊子の配布 

    実施回数：  ３回 

    実 施 月： １１月 

    参 加 者：  ６名 

    配布対象：「税の下敷き」  小学校５年生（１，８９０枚） 

 「キミも納めている！税金どこ行くの？タックスフントとけん

たくん」  小学校６年生（１，９７０冊） 

・租税教室授業 

実施回数：  10回(５校、10クラス) 

実 施 月：  ５月(２回)、６月(８回) 

参 加 者：  30名（受講対象児童２８７名） 

 



                      

 

② 税に関する作品の募集及び表彰 

掛川税務連絡協議会及び掛川税務署と連携し、「社会人の税の標語」を募集して、税の

普及啓発活動を行い、優秀作品を表彰しました。 

（開催実績） 

・社会人の税の標語 

実 施 月：   ７月～９月 

応 募 数：  １６社 ６８９作品 

(応募者総数４９６名 内、一般６０名 １２０作品) 

③ 税に関する絵はがきコンクールの実施 

管内三市の小学校６年生を対象として「税に関する絵はがきコンクール」を開催して、

税の普及啓発活動を行い、最優秀作品と上位入賞者を新聞発表すると共に、各受賞者を

表彰しました。尚、新型コロナウイルス感染拡大防止の為、表彰式は中止しました。 

（開催実績） 

対 象： 管内小学校３６校（内、２８校より応募） 

応募数：   ９８９作品 

表彰数： 掛川税務署長賞、磐田財務事務所長賞、掛川市長賞、菊川市長賞、御前崎

市長賞、掛川法人会長賞、女性部会長賞、東海税理士会掛川支部長賞、審

査員特別賞各１作品、優秀賞１５作品、佳作４６作品の計７０作品 

 

(3) 税制改正への提言事業 

税制委員会を中心に「今後の望ましい税制のあり方」を基本テーマとして、より踏み

込んだ検討を行い、当会として取り纏めた「税制改正要望事項」並びに「税制改正要望

事項についてのアンケート」結果を全法連が「税制改正要望事項」の提言書として取り

纏め、全法連を通じて政府及び国会に提言すると共に、当法人会に於いても代表者が

提言書を地元選出の国会議員、地方自治体の代表者と面談して「税制改正要望事項」の

提言を実施しました。 

 

(4) 税制・税務の普及広報事業 

税制・税務に関する研修会、講演会、セミナー事業の充実を図るとともに、広報誌「掛

川法人会だより」の発行・配布をしました。 

又、全法連機関誌「ほうじん」、「税制改正のあらまし」、「会社役員のための確定申

告実務ポイント」等の配布により税制・税務の普及広報事業活動を行いました。 

（「掛川法人会だより」発行実績） 

・発行時期： 年２回発行 （新春号１月、夏号７月） 

   ・発行部数： 各１，７００部 

・掲載内容： 税務署だより、税務講演会、税務学習会、財務事務所だより、委員

会・各支部活動報告、事業計画、「税に関する絵はがきコンクール」優

秀作品、健康について、投稿等 

・配布方法： 会員、管内金融機関、掛川市、菊川市、御前崎市及びその他公共施設、

税務署、磐田財務事務所、静岡県内法人会等へ郵送・手交配布しまし

た。又、ホームページにも掲載しています。 

 

ｅ―Tax については、会員企業のダイレクト納付率の利用向上を目指し、税理士会や

税務関係民間団体との協力体制により、機会あるごとに PＲに努め、経営者の団体とし

て会員企業及び会員以外の一般の方々も対象とした普及推進活動を行い、消費税の「期限

内納付推進運動」、「電子申告・納税システム」の利用推進の協力活動を行いました。 

又、令和５年１０月１日より導入される「適格請求書等保存方式」(インボイス制度)、

令和 4年 1月施行の「改正電子帳簿保存法」についても税理士会や税務関係民間団体と協

力し周知普及に努めました。 



                      

 

 

公２ 地域の経済社会環境の整備改善等を図るための事業 

（１） 講座・講演会・セミナー事業 

公益目的事業の推進として、会員の自己啓発を支援し一般市民も対象とした参加し

やすい環境を整え、専門知識を有する講師による魅力ある講演会、研修会を行い、参加

人員の増加を図るよう努めました。 

    （講演会開催実績） 

・経営等に関する講演会の開催         年  ２回    ７６名参加 

     ・政治経済、一般教養等に関する講演会の開催   年 １０回     ８３９名参加 

 (内、インターネットセミナー参加者 ２４８名) 

     ・セミナー・オンデマンド           アクセス数  ６，４２５件 

 

（２） 地域イベントへの協賛事業 

地域の振興に寄与するとの観点から、地域社会貢献活動は法人会事業の最重要事業と

位置付けられるため、会員並びに 会員以外の一般の方々が、より一層参加して頂ける

ように地域に密着したきめ細かな活動を展開し、参加者の拡大と法人会の知名度の向上

に努めました。 

 

①  管内地域の公園・河川敷等の清掃活動（クリーン作戦）や管内地域イベントへの協賛を

通じて、環境改善及び地域の活性化に寄与しました。 

（開催実績） 

・クリーン作戦 

掛川支部  年１回  ６８名参加  菊川支部  年１回  ７５名参加 

御前崎支部 年１回  ６６名参加  大須賀支部 年２回 １０８名参加 

大東支部 天候不良のため中止 

・管内地域イベント協賛 

 御前崎市大産業まつり 

第１３回ジュニアエコノミーカレッジ 2022in KAKEGAWA 

② 「税を考える週間」事業へ協賛し、「社会人の税に関する標語」、「絵はがきコンクール」

等の作品の展示を行いました。 

 

（３）地域福祉への寄付・寄贈事業 

   ① 委員会、講演会開催時に新品タオルとマスクの収集活動を実施し、管内の福祉施設に寄

贈しました。 

・地域福祉への寄付・寄贈事業 

新品タオル２００本、マスク３２０枚、パペット２０個を管内の福祉施設に寄贈 

（社会福祉法人 菊川市社会福祉協議会） 

②公共機関等にプランター（花の植え付け）を設置し寄贈しました。 

掛川商工会議所、菊川市商工会、掛川みなみ商工会本所、同大須賀支所 

③ぺットボトルのキャップを収集して、再資源化の促進、CO２を抑制し地域環境の改善と世

界の子供たちにワクチンを寄贈する「エコキャップ運動」を実施しました。 

      ・エコキャップ運動 

（収集実績） 収集個数： ２７６，８３４個  重  量：  ６４３．８kg 

ワクチン：   ３２１．９人   CO2削減：    ２，０２８㎏ 

 

（４） 地域社会との交流事業 

地域企業、地域社会との交流を深め、健康維持の為のグランドゴルフ大会、ボーリング

大会等を開催しました。又、会場では、税に関するクイズ大会等を行い税知識の普及活

動も行いました。 



                      

 

大東支部 １１月５日  親睦グランドゴルフ大会   参加者 ５０名 

                              

（５） 視察研修・視察旅行等事業 

     地域の経済社会環境の整備改善を図るため、地元をはじめとして他地区の優良企業、

集客の多い施設、最新技術、日本の歴史、偉人の功績に触れ、見聞を広めるための視

察研修を実施しました。 

    御前崎支部    ５月１５日 三島スカイウォーク他視察   ２３名 

    大東支部     ６月２２日 静岡ガイアブロー蒸留所他視察 １９名 

    本会・掛川支部 １０月２６日 JERAタントピア視察      １６名 

    大須賀支部   １０月２８日 トヨタ産業技術館              １９名 

    御前崎支部   １１月１９日 勝沼ぶどうの丘ワイナリー視察 ２７名 

 

２． 収益事業等 

他１ 会員組織の充実を図ること及び全国各地の法人会との連携強化を図る事業、    

会員支援のための親睦・交流等に関する事業 

①  会員増強 

９月から１２月までの４ヶ月間を「会員増強月間」として会員増強運動を展開する

とともに、会員メリットを広く周知させ退会防止に努めました。退会も多くありまし

たが、多くの加入を頂き 22社の増加となりました。 

（会員数の変化） 

期 首 会 員 数： １，４８２社 （賛助会員 2社） 

   新規加入会員数：    ７０社  (賛助会員 0社) 

期中退会会員数：    ４８社 

 期 末 会 員 数： １，５０４社 （賛助会員２社） 

経営者等が抱える様々なリスクに対応することを目的とし「大同生命保険㈱」、「Ａ

ＩＧ損害保険㈱」、「アフラック生命保険㈱」との連携を通じて制度の普及推進を図りま

した。保険 3社との福利厚生制度委託は、全法連が行っており当法人会が受け取る助成

金の原資となっています。 

② 全国各地の法人会との連携強化 

全国大会、東海地区大会、全国女性フォーラム、青年部会全国大会等への積極的参

加と情報交換等により親睦を深めました。 

③ 支部組織の充実 

支部組織は、会活動の源であることから、支部会員間の連携強化と意思の疎通を図

りながら、地域に密着した活動をコロナ対策を取り展開しました。 

④ 部会活動の充実 

青年部会・女性部会の部会員増強を含め、本会との密接な連携のもと、部会員の資質

向上のため研修会等各種事業への支援を行いました。 

又、青少年に対しての租税教育活動や地域貢献活動の充実、及び会員間相互の交流親

睦を深め、連携強化及び部会活動の充実に努めました。 

⑤ 会員交流会 

総会、静岡県法人会連合会会長表彰伝達式等の開催後に情報交換会等を行い、会員

の交流を図り親睦を深めました。 

⑥ 他団体との積極的な交流 

全法連・県法連、掛川税務連絡協議会他各種団体との協力体制の構築と相互連携の

強化に努めました。小笠納税貯蓄組合、掛川間税会と合同で行っていました「税に関す

る作品」表彰式は新型コロナウイルス感染症拡大防止の為中止しましたが、「税に関す

る作品カレンダー２０２３」を共同作成し、参加者・参加小学校他公共施設に配り税の

普及・啓蒙活動を行いました。 

以 上 


